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今月の内容 ページ 

連絡事項                             ( 編集委員 )  ···································  1 

東京大学 仰秀 ANIORU`s CUP 2026 を終えて  ( 仰秀  木藤 大和 )  ·······················  2～3 

今後のイベント予定 

4 月 KFR           ：4 月 19 日(日)  E コース （スタート予告信号 10:25 タイムリミット 15:00）  

4 月 総務委員会         : 4 月 20 日(月)  19:00～ ハイブリッド(品川でリアル会議と Zoom 会議)で実施 

連絡事項 

１． KYC イベント予定 

 「夏祭り」 ・ 「熱海ランデブーレース」 ・ 「小網代カップレース」 の日程変更 

 

① 夏祭り開催日変更（ KYC会長 高橋尚之より ） 

夏祭りを秋祭りに変更 

２０２６年  KYC秋祭り  開催決定 

恒例の小網代夏祭りは異常気象の高温等を考慮し、 

新たに「KYC秋祭り」として開催します。 

１０月２５日（日曜日）開催です。 

追って、模擬店の運営等を各艇にご依頼しますので、よろしくお願いいたします。 

 

② 「熱海ランデブーレース」 

９月から開催日を １０月４日（日曜日）に変更。 

前夜祭は、１０月３日（土曜日）になります。 

 

③ 「小網代カップレース」 

開催日  １１月２１日（土曜日）～ ２２日（日曜日）  

 

２．クラブハウス入口ドア開閉の故障チェック完了 

今回の故障については、前回のセンサー取り付け時における業者のミスから発生したことがわかりました。現在は開閉に

は問題はありません。これからの梅雨や台風時に外部センサーの防風防雨への備えが必要とされます。 

 

３． 雑誌「Kazi」５月号 114ページに ＜外洋学連杯「アニオールズカップ」東京大学が王座奪還！＞ と掲載あり 

優勝した「仰秀」チームからのレースの報告とお礼のメッセージを２ページに掲載していますので、是非お読みください。 

小網代ヨットクラブは、今年もアニオールズカップに協賛し、大会を応援しています。 
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東京大学―仰秀―ANIORU`s CUP 2026 を終えて 

仰秀  木藤 大和 

東京大学運動会ヨット部クルーザー班主将   

 

こんにちは。仰秀チームの主将を努めております、東京大学4年の木藤大和と申します。 

日頃より小網代ヨットクラブの皆様には温かいお声をかけていただき、大変ありがたく思っております。 

私ども、仰秀チームは 2 月末に愛知県・三河みとマリーナで開催されました ANIORU‘s CUP 2026 に出場してまいりまし

た。ANIORU‘s CUP はキールボートで日々活動している外洋学連所属大学対抗戦で非常に歴史ある大会です。 

学生チームは毎年、本大会を一つの目標として日々活動をしております。 

今大会、チームとしては一昨年に優勝を果たしたものの、昨年は宿敵、神戸大学に敗れ雪辱を期していた大会でした。 

今年は部員数が減少し、大会前は厳しい戦いになると考えておりました。 

メンバー構成はバウより以下の通りで出場しました。 

バウマン：吉満帆希（新2年） マストハンド：吉森一真（新2年） タクティシャン：小川竜平（新3年） 

ピット：高野陽太（新2年）  トリマー：髙田智彰（新3年）   ヘルムスマン：木藤大和（新4年） 

例年と比べ学年構成が若い布陣で挑むこととなりました。 

 

今年の出場校は日本大学・防衛大学・明治学院大学・慶應大学・東京大

学の５大学でした。レースは2日間にわたり行われ、初日に4レース、2日

目に 1 レースの合計 5 レースが行われました。両日ともに南風・微風～軽

風というコンディションで、冬の蒲郡には珍しい風での戦いとなりました。 

チームとしては動作や走りにミスがあり、内容としては満足のいくものではあり

ませんでしたが、レース毎に艇内で走りに対する議論を重ね、レースを重ね

るごとに課題を修正していくことができたと感じています。 

結果としてなんとか目標としていた優勝を果たすことができました。 

 

 

小網代ヨットクラブの皆様のご声

援に支えられ、無事に小網代へ優

勝盾を持ち帰ることができましたこ

と、本当に嬉しく思っております。

今回の大会に際しましても、大会前にはたくさんのご声援を賜り、大会後にはたくさ

んのお祝いのお言葉をいただき大変、心が熱くなりました。本当にありがとうございま

した。 

また、今大会を共に戦った日大・桜工チームにもライバル校として敬意を表し、この

場をお借りして感謝を伝えたいと思います。本当にありがとう。今後も切磋琢磨しつ

つ共に進んでいければと思います。 

 

今後は11月にメルボルンで開催されるJ24世界選手権でのU25優勝という挑戦に向けて日々精進して参りたいと思いま

す。ヨットクラブの皆様には今後とも温かいご声援を賜りますようよろしくお願いいたします。 
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